
史
料
紹
介
『
砺
波
鉄
道
監
査
復
命
書
』 

草 

卓
人 

（
「
鉄
道
の
記
憶
」
桂
書
房
刊
所
収
） 

 

は
じ
め
に 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
月
、
鉄
道
院
（
当
時
）
の
係
官
五
島
参
事
ら
の
一
行
が
福
野

―
青
島
町
（
→
庄
川
町
）
間
六
・
七
キ
ロ
を
結
ぶ
地
方
小
私
鉄
で
あ
っ
た
砺
波
鉄
道
㈱
（
後

の
加
越
鉄
道
）
の
監
査
に
乗
り
込
ん
だ
。 

鉄
道
院
が
砺
波
鉄
道
の
監
査
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
会
社
設

立
以
降
、
当
初
の
計
画
線
で
あ
っ
た
青
島
町
―
福
野
―
石
動
間
の
建
設
が
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
三
年
後
の
同
四
年
七
月
二
十
一
日
に
青
島
―
福
野
間
の
開
業
に
漕
ぎ
着
け
た
も
の
の
、

残
区
間
の
工
事
が
依
然
と
し
て
完
成
の
目
途
が
立
た
な
い
状
態
に
あ
っ
た
同
社
の
内
状
を
調

査
し
、
将
来
石
動
ま
で
の
全
線
建
設
が
可
能
か
ど
う
か
の
事
業
遂
行
能
力
を
見
極
め
る
事
が

目
的
で
あ
っ
た
。 

一
月
二
十
一
日
付
で
係
官
の
五
島
参
事
ら
は
、
監
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
鉄
道

院
監
督
局
長
に
提
出
し
た
。
こ
れ
が
現
在
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
砺
波
鉄
道

監
査
復
命
書
』
（
以
下
『
復
命
書
』
と
す
る
）
で
あ
る
。 

『
復
命
書
』
の
内
容
は
、
一
、
設
立
・
二
、
紛
優
・
三
、
刑
事
事
件
・
四
、
会
計
状
態
・

五
、
会
社
ノ
営
業
状
態
・
六
、
整
理
方
法
の
六
章
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
砺
波
鉄

道
の
内
状
を
余
す
所
な
く
伝
え
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
記
述
の
中
に
は
『
庄
川
町
史
』（
一
九
七
五
年
刊
）
や
『
富
山
地
方
鉄
道
五
十
年

史
』（
一
九
八
三
年
刊
）
で
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
内
容
も
存
在
す
る
。
し
か
し
両
書
記
述
時

の
一
次
史
料
の
出
典
を
知
る
事
の
出
来
な
い
現
在
、
当
時
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
記
録

し
た
『
復
命
書
』
の
内
容
を
紹
介
す
る
事
は
、
決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
こ
こ

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。 



 
一
、 

設
立
か
ら
開
業
へ 

次
に
「
復
命
書
］
の
内
容
を
順
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。「
一
、
設
立
」
の
項
で
は
、
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
頃
、
庄
川
河
畔
の
木
材
集
散
地
青
島
村
（
現
・
砺
波
市
庄
川
町
）

の
木
材
業
者
の
代
表
で
あ
る
平
野
増
吉
ら
が
、
木
材
運
搬
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
た
青
島
村

か
ら
中
越
鉄
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
城
端
・
氷
見
線
）
福
野
駅
ま
で
四
哩
一
分
（
六
・
七
キ
ロ
）

の
区
間
で
の
鉄
道
計
画
と
、
砺
波
地
域
か
ら
金
沢
方
面
へ
の
短
絡
交
通
路
の
建
設
を
目
指
し
、

福
野
駅
と
北
陸
線
石
動
駅
を
直
結
す
る
鉄
道
敷
設
を
構
想
し
て
い
た
津
沢
町
（
現
・
小
矢
部

市
）
有
志
の
計
画
が
、「
其
ノ
設
計
技
師
ヲ
同
フ
シ
タ
ル
関
係
ヨ
リ
遂
ニ
合
同
シ
テ
茲
ニ
青
島

村
ヨ
リ
石
動
ニ
至
ル
鉄
道
ヲ
発
起
」
す
る
事
に
な
っ
た
。
発
起
人
た
ち
は
大
正
元
年
（
一
九

一
二
）
九
月
九
日
附
で
同
区
間
一
一
哩
七
八
鎖
（
軌
間
三
呪
六
吋
）
の
敷
設
免
許
を
取
得
し
、

同
年
中
に
そ
の
経
営
主
体
と
な
る
砺
波
鉄
道
㈱
（
資
本
金
三
五
万
円
）
を
設
立
し
た
。
当
初

の
株
式
引
受
及
び
第
一
回
の
株
金
払
込
、
設
立
費
用
の
支
出
は
検
査
役
の
検
査
を
経
て
適
法

に
行
わ
れ
た
。 

会
社
成
立
翌
年
の
大
正
二
年
五
月
、
全
区
間
の
工
事
施
行
認
可
を
得
た
砺
波
鉄
道
は
青
島

側
よ
り
工
事
に
着
手
し
た
が
、
福
野
ま
で
の
敷
設
工
事
が
終
わ
っ
た
頃
か
ら
工
事
は
ス
ト
ッ

プ
し
、
「
会
社
ノ
事
業
ハ
全
然
放
棄
セ
ラ
ル
」
事
態
に
陥
っ
た
。 

『
復
命
書
』
は
こ
う
し
た
事
態
に
至
っ
た
要
因
を
「
二
、
紛
優
」
の
中
で 

（
１
）
米
価
下
落
に
起
因
す
る
地
方
景
気
の
沈
滞
（
株
金
払
込
が
停
滞
し
、
資
金
不
足
を
招

く
） 

（
２
）
専
務
取
締
役
平
野
増
吉
に
よ
る
「
専
横
ノ
挙
動
ア
リ
シ
為
メ
重
役
及
株
主
ハ
二
派
ニ

分
レ
テ
軌
轢
」
し
た
事
実
を
挙
げ
、
さ
ら
に
平
野
の
「
専
横
ノ
挙
動
」
に
つ
い
て
は
、 

１
、
事
業
ノ
中
途
ニ
於
テ
専
断
ヲ
以
テ
工
費
予
算
三
十
五
萬
円
ヲ
五
十
萬
円
ニ
増
加
シ

タ
ル
コ
ト 

２ 

、
平
野
カ
工
事
ニ
着
手
ス
ル
ヤ
否
ヤ
全
線
十
二
哩
ノ
車
輌
レ
ー
ル
、
橋
桁
等
ヲ
購



入
シ
其
ノ
「
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
ヲ
以
テ
自
己
ノ
持
株
（
七
七
六
）
ノ
払
込
ニ
当

テ
タ
ル
コ
ト 

３ 
、
平
野
カ
砺
波
鉄
道
ノ
競
争
線
タ
ル
金
福
鉄
道
（
注
１
）（
福
野
、
金
沢
間
）
ノ
重

役
ヲ
兼
ネ
福
野
石
動
間
ヲ
打
切
リ
テ
青
島
福
野
間
線
路
ヲ
福
野
ニ
テ
金
福
鉄
道

ニ
連
絡
セ
シ
メ
青
島
、
金
沢
間
ノ
鉄
道
ニ
変
更
セ
ム
ト
企
タ
ル
コ
ト 

と
指
摘
し

て
い
る
。 

平
野
と
し
て
は
自
己
の
本
業
で
あ
る
木
材
運
搬
の
た
め
に
は
福
野
駅
ま
で
の
線
路
さ
え
敷

い
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
先
が
高
岡
・
石
動
・
金
沢
の
ど
ち
ら
へ
連
絡
し
て
も
一
向
に
差
支
え

は
無
く
、
元
来
青
島
方
面
と
津
沢
方
面
の
利
害
関
係
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
砺
波
鉄
道
の

内
部
は
、
こ
れ
を
契
機
に
平
野
ら
の
福
野
打
切
派
と
、
石
動
ま
で
の
全
線
建
設
を
目
指
す
石

動
派
に
分
裂
し
た
。 

大
正
三
年
八
月
十
九
日
、
同
年
三
月
に
退
陣
し
た
津
島
社
長
ら
の
役
員
補
欠
を
目
的
と
し

た
臨
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
両
派
の
対
立
に
よ
る
混
乱
か
ら
何
も
決
議
す
る
事
が

出
来
ず
、
そ
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。 

同
年
九
月
四
日
に
は
、
同
一
事
項
に
関
し
て
「
古マ

マ

田
監
査
役
（
石
動
派
）
ノ
召
集
シ
タ
ル

臨
時
総
会
ト
平
野
取
締
役
（
福
野
打
切
派
）
ノ
招
集
ニ
係
ル
臨
時
総
会
ト
ガ
同
日
二
箇
所
ニ

於
テ
開
催
セ
ラ
ル
ル
ノ
奇
観
」
を
呈
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
石
動
派
の
総
会
は
平
野
ら
福
野

打
切
派
の
役
員
を
解
任
し
、
新
た
に
野
村
安
太
郎
他
六
名
を
取
締
役
に
選
任
し
て
「
平
穏
無

事
ニ
会
議
ノ
目
的
ヲ
達
シ
」
た
が
、
平
野
の
招
集
し
た
石
動
派
の
総
会
は
「
満
場
殺
気
ヲ
帯

ヒ
如
何
ナ
ル
椿
事
ヲ
惹
起
ス
ル
ヤ
モ
難
計
ニ
至
リ
シ
」
た
め
、
遂
に
治
安
警
察
法
に
よ
る
解

散
処
分
を
受
け
た
。
平
野
は
石
動
派
の
臨
時
総
会
決
議
無
効
の
訴
え
を
起
こ
し
た
が
、
そ
の

目
的
を
達
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。 

新
た
に
選
任
さ
れ
た
野
村
取
締
役
は
「
レ
ー
ル
ノ
引
延
モ
終
リ
車
輔
モ
到
着
シ
タ
ル
儘
放

棄
セ
ラ
レ
ア
ル
青
島
、
福
野
間
ノ
営
業
開
始
ヲ
急
務
ナ
リ
ト
シ
テ
重
役
共
同
出
資
ヲ
以
テ
五

千
円
ノ
営
業
資
金
ヲ
調
達
シ
」
、
翌
四
年
七
月
二
十
一
日
に
よ
う
や
く
同
区
間
の
営
業
が
開
始



さ
れ
た
。 

 
二
、
会
社
の
内
情 

砺
波
鉄
道
の
会
計
は
設
立
当
初
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
二
年
五
月
頃
か
ら
当

時
の
用
地
係
が
用
地
前
渡
金
か
ら
当
時
の
金
額
で
総
額
二
〇
〇
〇
円
余
り
を
横
領
し
て
遊
興

費
に
充
て
た
事
が
後
に
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
そ
の
経
理
は
ず
さ
ん
な
も
の
と
な
っ
た
。 

『
復
命
書
』
の
「
三
、
刑
事
事
件
」
及
び
「
四
、
会
計
状
態
」
の
項
目
の
記
述
に
よ
る
と
、

同
社
の
会
計
諸
帳
簿
は
前
記
横
領
事
件
の
証
拠
と
し
て
大
正
三
年
三
月
に
裁
判
所
に
押
収
さ

れ
、
そ
の
後
平
野
に
よ
っ
て
同
五
年
八
月
ま
で
保
有
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
期
間
の
帳
簿
整

理
は
横
領
事
件
関
係
の
金
額
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
加
え
て
会
社
は

開
業
後
毎
期
発
注
す
る
赤
字
の
穴
埋
め
の
た
め
、
当
初
全
線
分
購
入
し
て
あ
っ
た
レ
ー
ル
や

橋
桁
等
の
工
事
材
料
の
内
、
青
島
―
福
野
間
に
使
用
し
た
残
り
を
売
却
す
る
「
売
り
食
い
生

活
」
を
続
け
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
会
計
処
理
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
会
社
の

経
理
は
乱
脈
を
極
め
、
監
査
に
当
た
っ
た
五
島
参
事
ら
係
官
も
遂
に
「
到
底
短
時
日
ヲ
以
テ

整
理
ヲ
能
ク
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
認
め
て
「
寧
ロ
会
社
当
務
者
ヲ
シ
テ
相
当
期
間
内
ニ

一
通
リ
ノ
整
理
ヲ
為
サ
シ
メ
更
メ
テ
再
検
査
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
得
策
ナ
リ
ト
認
メ
」
、
会
社
側
に

整
理
事
項
を
伝
達
し
た
上
で
、
検
査
を
中
止
し
た
。 

ま
た
、
鉄
道
開
業
後
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
「
五
、
会
社

ノ
営
業
状
態
」
の
項
目
で
「
素
ヨ
リ
一
部
ノ
開
業
ナ
レ
ハ
之
ヲ

以
テ
本
鉄
道
ノ
将
来
ヲ
ト
シ
難
キ
モ
毎
期
常
ニ
欠
損
」
を
出
す

状
態
で
、
大
正
五
年
十
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で
の
営
業
収
入
に

対
す
る
営
業
費
の
割
合
は
一
二
二
・
七
％
、
同
じ
く
営
業
費
に

借
入
金
利
息
を
加
え
る
と
そ
の
割
合
は
一
八
○ 

・
六
％
に
達
し
、

会
社
全
体
で
は
一
日
当
た
り
二
八
円
の
赤
字
を
生
じ
て
お
り

（
表
１
参
照
）
、
「
現
状
ノ
位
ニ
テ
ハ
未
来
永
劫
投
資
額
ニ
対
シ



相
当
利
益
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
モ
蓋
シ
不
可
能
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。 

さ
ら
に
鉄
道
設
備
等
の
状
況
は
「
線
路
ノ
保
修
等
ヲ
捨
テ
、
顧
ミ
ス
」
、
車
両
に
至
っ
て
は

機
関
車
（
二
両
）
の
他
は
客
車
二
両
・
貨
車
五
両
し
か
必
要
な
い
は
ず
な
の
に
最
初
か
ら
全

線
開
業
時
分
の
両
数
（
客
車
八
両
・
貨
車
三
五
両
）
を
保
有
し
て
い
た
た
め
、
使
用
さ
れ
な

い
余
剰
車
両
が
雨
ざ
ら
し
と
な
り
、「
二
捨
余
両
は
全
然
腐
朽
シ
連
帯
線
ハ
勿
論
自
線
内
ト
難

モ
使
用
ニ
耐
へ
」
な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
不
要
車
両
を
売
却
、
あ
る
い
は
賃
貸
へ
出
そ

う
に
も
、「
総
額
六
千
円
ノ
修
繕
費
ヲ
調
達
ス
ル
ノ
途
ナ
ク
己
ナ
ク
放
置
」
さ
れ
る
状
態
と
な

っ
て
い
た
。 

 

三
、
会
社
整
理
の
方
策 

乱
脈
経
営
に
よ
り
、
文
字
通
り
火
の
車
と
な
っ
て
い
た
砺
波
鉄
道
の
内
状
を
調
査
し
た
五

島
参
事
ら
は
、
会
社
立
直
し
の
方
策
と
し
て
以
下
の
七
項
目
の
改
善
事
項
を
「
六
、
整
理
方

法
」
の
中
で
提
案
し
た
。 

（
１
）
営
業
損
失
を
減
ら
す
一
環
と
し
て
、
破
損
し
た
不
要
貨
車
を
鉄
道
院
金
沢
工
場
で
修

理
の
上
、
当
時
貨
車
不
足
で
悩
ん
で
い
た
中
越
鉄
道
に
賃
貸
さ
せ
る
。 

（
２
）
高
利
借
入
金
（
六
万
四
○
○
○
余
円
）
と
未
払
金
（
三
万
六
○
○
○
余
円
）
合
計
一

○
万
円
の
負
債
を
長
期
低
利
の
も
の
に
一
本
化
し
て
借
換
え
、
支
払
利
息
の
節
減
を
図

る
。 

（
３
）
繰
越
欠
損
金
（
総
額
一
○
万
円
以
上
と
予
想
）
を
確
定
さ
せ
、
同
時
に
同
額
の
減
資

を
行
っ
て
欠
損
金
と
相
殺
さ
せ
る
。 

（
４
）
福
野
よ
り
先
が
競
争
線
と
な
っ
て
い
る
金
福
鉄
道
（
難
工
事
と
多
額
の
建
設
費
が
見

込
ま
れ
、
事
業
は
足
踏
み
状
態
で
あ
っ
た
）
と
の
関
係
を
整
理
し
、
福
野
―
石
動
間
の

速
成
を
図
っ
て
全
線
一
二
哩
の
鉄
道
と
し
て
政
府
補
助
金
の
受
給
要
件
を
整
え
る
。 

（
５
）
会
社
帳
簿
の
整
理
を
早
急
に
完
了
し
、
政
府
補
助
金
の
導
入
に
よ
る
経
営
の
安
定
を

図
る
。 



（
６
）
鉄
道
経
営
と
会
計
の
経
験
に
乏
し
い
現
在
の
担
当
者
を
更
迭
し
、
専
門
知
識
を
有
す

る
者
を
入
社
さ
せ
る
等
根
本
的
に
社
内
の
刷
新
を
図
る
。 

（
７
）
砺
波
鉄
道
の
設
備
面
に
精
通
し
た
主
任
技
術
者
を
選
任
し
、
設
備
の
改
善
を
図
ら
せ

る
。 

提
言
の
中
で
五
島
ら
は
青
島
―
石
動
間
の
免
許
線
は
「
決
シ
テ
悲
観
ス
へ
キ
鉄
道
ニ
ア
ラ

ス
全
線
開
通
後
ニ
於
テ
ハ
必
ヤ
相
当
ノ
収
益
ア
リ
」
と
そ
の
将
来
性
を
認
め
、
最
後
に
「
石

動
線
完
成
後
ニ
於
テ
ハ
砺
波
ノ
平
野
ト
金
沢
ト
ハ
本
線
ト
院
線
（
北
陸
線
）
ト
ヲ
以
テ
結
合

セ
ラ
ル
ヽ
ニ
至
ル
へ
ク
此
ノ
外
ニ
猶
金
福
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
ノ
要
ヲ
認
メ
ス
」
と
認
め
、
未

だ
本
格
的
着
工
に
踏
み
切
れ
ず
に
竣
工
期
限
延
期
を
繰
り
返
し
て
い
た
金
福
鉄
道
の
敷
設
免

許
を
こ
の
際
失
効
さ
せ
る
べ
き
と
し
て
、
意
見
の
結
び
と
し
て
い
る
。 

 

四
、
砺
波
鉄
道
か
ら
加
越
鉄
道
へ   

そ
の
後
鉄
道
院
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
十
九
日
に
期
限
が
到
来
す
る
金
福
鉄
道

の
竣
工
延
期
願
を
七
月
二
十
七
日
付
で
却
下
し
、
八
月
に
は
免
許
を
返
納
さ
せ
た
。 

こ
れ
を
契
機
と
し
て
資
金
不
足
の
砺
波
鉄
道
と
、
株
式
払
込
金
の
一
部
（
一
○
万
円
）
が

残
っ
て
い
た
金
福
鉄
道
の
合
併
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
同
年
九
月
二
十
五
日
の
臨
時
株
主
総

会
で
砺
波
鉄
道
の
資
本
金
を
三
五
万
円
か
ら
二
○
万
円
に
減
資
し
て
累
積
欠
損
金
と
相
殺
し
、

さ
ら
に
金
福
鉄
道
を
合
併
し
て
社
名
を
変
更
し
、
経
営
陣
も
一
新
さ
れ
て
資
本
金
三
○
万
円

の
加
越
鉄
道
㈱
（
本
社
福
野
町
）
と
し
て
再
出
発
す
る
事
が
決
ま
り
、
翌
八
年
九
月
に
は
登

記
が
完
了
し
た
。 

同
八
年
上
半
期
か
ら
は
政
府
補
助
金
が
交
付
（
注
２
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
経
営
も
小

康
状
態
を
得
る
事
に
な
っ
た
。
大
正
十
年
七
月
三
十
日
の
臨
時
総
会
で
、
加
越
鉄
道
は
㈱
中

越
鉄
工
所
（
社
長
畠
山
小
兵
衛
）
を
合
併
し
て
資
本
金
を
五
万
円
増
加
し
、
さ
ら
に
七
○
万

円
を
増
資
し
て
資
本
金
を
一
○
五
万
円
に
増
加
す
る
事
を
決
議
し
、
福
野
―
石
動
間
の
延
長

工
事
を
行
う
事
に
な
っ
た
。 



同
区
間
一
二
・
八
キ
ロ
の
工
事
は
工
費
八
○
万
円
余
り
を
費
し
て
大
正
十
一
年
七
月
に
完

成
し
、
二
十
一
日
に
青
島
町
―
石
動
間
一
九
・
五
キ
ロ
が
全
通
し
た
。
こ
う
し
て
加
越
鉄
道

は
、
創
立
以
来
一
○
年
目
で
念
願
の
全
線
開
通
が
実
現
し
て
津
沢
町
は
北
陸
線
と
連
絡
し
、

金
福
鉄
道
の
目
的
で
あ
っ
た
金
沢
ま
で
の
交
通
路
も
、
北
陸
線
経
由
で
一
応
確
保
さ
れ
る
事

に
な
っ
た
。 

し
か
し
延
長
線
建
設
資
金
の
調
達
は
高
利
の
借
入
金
に
頼
っ
た
た
め
、
全
線
の
建
設
費
一

一
五
万
円
か
ら
払
込
済
資
本
金
（
自
己
資
本
）
四
二
万
三
○
○
○
円
を
差
引
い
た
不
足
分
七

二
万
七
○
○
○
円
及
び
欠
損
金
を
、
借
入
金
と
支
払
手
形
（
約
一
〇
○
万
円
）
で
補
う
（
注

３
）
と
い
う
借
金
体
質
に
陥
り
、
こ
の
負
債
処
理
を
巡
っ
て
社
内
は
再
び
泥
沼
の
混
乱
に
な

っ
た
。
加
越
鉄
道
が
混
乱
を
脱
し
、
累
積
債
務
を
一
掃
し
て
経
営
の
安
定
を
見
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
庄
川
流
木
争
議
を
経
て
同
社
が
電
力
会
社
の
傘
下
に
入
る
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）

ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

お
わ
り
に 

創
業
期
の
砺
波
鉄
道
で
事
業
が
順
調
に
進
行
し
な
か
っ
た
の
は
、
地
方
景
気
の
沈
滞
に
伴

う
株
金
払
込
の
不
調
な
ど
に
起
因
し
た
資
金
不
足
も
さ
る
事
な
が
ら
、
切
角
集
ま
っ
た
会
社

の
資
金
を
不
要
不
急
の
目
的
に
充
当
し
た
り
、
私
的
に
流
用
す
る
等
社
内
の
一
部
の
人
間
に

よ
る
乱
脈
経
営
や
、
路
線
建
設
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
に
よ
る
社
内
の
分
裂
も
大
き
な
要
因

で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
一
連
の
行
為
は
本
来
の
出
資
者
で
あ
る
他
の
一
般
株
主
に
対
す
る
背
信
行
為
で
あ

り
、
そ
の
後
の
減
資
等
で
更
に
犠
牲
を
強
い
る
事
と
な
っ
た
。 

本
稿
で
は
、
筆
者
の
力
不
足
か
ら
砺
波
→
加
越
鉄
道
時
代
の
営
業
報
告
書
等
の
一
次
史
料

が
未
だ
に
入
手
出
来
ず
、
勢
い
「
復
命
書
」
を
中
心
と
し
た
記
述
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
今
後
は
更
に
他
の
一
次
史
料
の
発
掘
に
務
め
、
検
討
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。 

な
お
余
談
で
あ
る
が
、
こ
の
時
砺
波
鉄
道
の
監
査
に
あ
た
っ
た
係
官
の
一
人
五
島
参
事
は



後
に
鉄
道
院
を
退
官
し
、
東
京
西
南
部
の
交
通
企
業
を
独
占
す
る
「
東
急
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」

を
築
き
上
げ
る
五
島
慶
太
（
一
八
八
二
―
一
九
五
九
）
そ
の
人
で
あ
っ
た
事
を
付
記
し
て
お

き
た
い
。 

   
 
 

注 

（
１)

藩
政
期
以
来
、
人
的
・
経
済
的
に
密
接
な
交
流
の
有
っ
た
砺
波
地
方
と
金
沢
市
と
の
直

結
交
通
路
建
設
を
目
指
し
、
宮
野
直
道
（
金
沢
市
）
、
松
村
和
一
郎
（
福
光
町
）
、
石
崎
善
五

郎
（
福
光
町
）
ら
金
沢
・
福
光
方
面
の
発
起
人
一
一
名
が
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
九

月
九
日
付
で
金
沢
― 

福
光
間
一
二
哩
六
○
鎖
の
鉄
道
敷
設
免
許
を
取
得
し
、
金
福
鉄
道
㈱

（
資
本
金
八
○
万
円
）
を
設
立
し
た
。
し
か
し
計
画
路
線
の
大
半
が
難
工
事
必
至
の
山
岳
地

帯
で
あ
っ
た
事
や
、
競
争
線
と
な
る
砺
波
鉄
道
の
計
画
浮
上
等
か
ら
本
格
的
着
工
は
遅
々 

と

し
て
進
ま
ず
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
一
日
付
で
終
点
を
福
光
よ
り
福
野
へ
変
更
認

可
を
得
た
が
、
事
業
は
足
踏
み
状
態
で
あ
っ
た
。（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
鉄
道
院
文
書
金
福

鉄
道
』
） 

（
２
）
富
山
地
方
鉄
道
五
十
年
史
」
（
一
九
八
三
年
刊
）
八
三
六
―
八
三
七
頁 

（
３
）
『
庄
川
町
史
下
巻
』
（
一
九
七
五
年
刊
）
三
七
六
―
三
七
八
頁 

 


